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二
月
十
一
日
（
土
）
午
前
十
一
時
よ
り
デ
イ
ケ
ア
ル
ー
ム
に
於
い
て
、

恒
例
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
家
族
報
告
会
が
開
催
さ
れ
、
三
十
九
家
族
の
ご

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

三
浦
一
水
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
三
浦
貴
子
施
設
長
よ
り
障
害
者
制

度
改
革
の
情
勢
説
明
に
続
き
、
年
間
行
事
の
報
告
。
生
活
サ
ー
ビ
ス
部

（
ケ
ア
課
・
看
護
課
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
／
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
課
）
、

地
域
福
祉
部
（
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ぴ
あ
ぴ
あ
・
就
労
移
行
支
援

事
業
所
ぴ
あ
ワ
ー
ク
・
多
機
能
型
ケ
ア
ホ
ー
ム
ぴ
あ
ハ
ウ
ス
・
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
・
短
期
入
所
・
日
中
一
時
・
愛
隣
倶
楽
部
・
デ
イ
ケ
ア
・
相
談

支
援
）
の
各
事
業
所
、
事
務
部
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

家
族
報
告
会
後
は
、
利
用
者
と
ご
家
族
、
職
員
が
一
緒
の
テ
ー
ブ
ル

を
囲
ん
で
の
賑
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
昼
食
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
ご
家
族
ご
と
に
、
担
当
者
に
よ
る
個
別
面
談
が
別
室

で
行
わ
れ
、
個
別
支
援
計
画
中
間
評
価
の
説
明
、
及
び
、
本
人
や
家
族

の
要
望
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

バ
レ
ン
タ
イ
ン
家
族
報
告
会

( 写真上・ご利用者家族 39 家族参加／愛隣館デイケアルーム於 )
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施
設
長

 
 

 
 

 
                   

三
浦

貴
子

震
災
か
ら
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
年
に
お
い
て
、
被
災
さ
れ
た
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
の

方
々
、
身
障
協
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
白
江
会
長
を
は
じ
め
、
仙

台
市
身
障
連
の
阿
部
会
長
、
大
槌
町
障
害
者
支
援
施
設
「
四

季
の
郷
」
平
施
設
長
、
婦
人
（
女
性
）
防
火
ク
ラ
ブ
の
岩
手
、

宮
城
、
福
島
各
県
の
会
長
さ
ん
な
ど
に
、
被
災
の
実
態
と
現

地
で
の
活
動
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
改
め
て
震
災
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
冬
は
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
九
州
の
私

た
ち
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
震
災
支
援
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら
で
き
る
こ
と
、
行
う
べ
き
こ
と
を
考
え
話
し
を
す
る

機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
、
施
設
の
食
糧
備
蓄
、
停
電
対
策
な
ど
に
加

え
て
、
行
う
べ
き
こ
と
と
再
確
認
し
た
こ
と
の
、
ひ
と
つ
は
、

地
域
全
体
の
計
画
と
し
て
、
災
害
時
要
援
護
者
（
高
齢
者
、

障
害
者
、
子
ど
も
達
な
ど
）
の
福
祉
避
難
所
の
設
置
を
含
む

救
援
体
制
づ
く
り
で
す
。
ふ
た
つ
め
は
、
ご
本
人
の
承
諾
を

前
提
と
し
て
、
要
援
護
者
ひ
と
り
ひ
と
り
に
必
要
な
緊
急
時

支
援
の
個
別
計
画
を
作
っ
て
、
地
域
の
人
々
（
町
内
会
（
校

区
）
、
消
防
団
、
自
主
防
火
組
織
な
ど
）
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
す
。

現
地
を
訪
ね
て
、
復
興
へ
の
道
は
長
く
厳
し
い
道
の
り
だ

と
痛
感
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
昨
年
の
三
月
十
一
日
突
然
と

し
て
、
大
切
な
ふ
る
さ
と
の
風
景
と
つ
な
が
り
、
家
や
職
場

を
根
こ
そ
ぎ
奪
わ
れ
、
か
け
が
え
の
な
い
家
族
や
友
人
、
知

人
な
ど
の
生
命
を
失
っ
た
方
々
が
何
十
万
人
と
東
北
に
在

り
、
懸
命
に
生
き
て
お
ら
れ
る
事
実
。
こ
の
こ
と
を
私
た
ち

も
心
か
ら
離
さ
ず
、
一
歩
一
歩
、
共
に
前
へ
進
む
気
持
ち
で

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

愛
隣
館
指
定
相
談
支
援
事
業
所

相
談
支
援
専
門
員

伊
藤

裕
之

「
成
年
後
見
制
度
」、
多
く
の
方
が
お
耳
に
し
た
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
簡
単
に
云
え
ば
、
ご
自
身
で
判
断
す
る
こ
と

が
不
十
分
な
方
々
を
法
的
に
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
認
知

症
の
方
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
の
方
等
を
保
護
す
る

制
度
と
し
て
平
成
十
二
年
よ
り
発
足
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
、
認
知
症
の
方
や
障
が
い
が
あ
り
金
銭
管
理
等

が
困
難
と
な
っ
た
方
の
権
利
を
守
り
、
財
産
管
理
、
種
々
の

手
続
き
や
契
約
行
為
、
身
上
監
護
等
、
適
正
に
生
活
を
支
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
そ
の
方
の
判
断
の
能
力
に
よ
り
、

後
見
人
、
保
佐
人
、
補
助
人
が
選
任
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

務
に
応
じ
て
支
援
の
内
容
も
異
な
り
ま
す
。

制
度
の
利
用
は
、
本
人
、
お
よ
び
家
族
（
四
親
等
内
の
親

族
）
、
身
寄
り
の
無
い
方
に
つ
い
て
は
市
町
村
長
が
、
住
所

地
（
生
活
の
実
態
に
準
拠
）
が
あ
る
管
轄
の
家
庭
裁
判
所
へ

申
し
立
て
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
家
族
以
外
の
第
三
者

が
後
見
人
に
選
任
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
後
見
人
等
は

対
象
者
の
権
利
の
擁
護
の
観
点
か
ら
、
可
能
な
限
り
本
人
の

意
思
を
尊
重
し
、
良
識
に
従
い
本
人
が
最
も
良
い
生
活
を
送

れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
又
、
職
務
の

遂
行
状
況
を
、
家
庭
裁
判
所
へ
報
告
す
る
義
務
も
生
じ
ま
す
。

因
み
に
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
は
成
年
後
見
制
度
利
用

支
援
事
業
（
制
度
利
用
に
係
る
手
続
き
費
用
、
後
見
人
等
の

報
酬
を
一
定
額
助
成
）
が
市
町
村
の
必
須
事
業
と
し
て
組
み

込
ま
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
に
関
し
て
の

詳
し
く
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
月
二
十
八
日
（
土)

午
後
よ
り
、
愛
隣
館
に
て
山
鹿
消

防
署
立
ち
合
い
の
下
、

避
難
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
回
は
、
若
手
職
員

の
田
中
美
香
さ
ん
が
、

全
館
放
送
、
電
話
対
応

を
行
い
ま
し
た
。

全
館
に
響
き
渡
る

警
報
ブ
ザ
ー
が
緊
張

を
一
気
に
高
め
る
。
火

避
難
訓
練

東
日
本
大
震
災
よ
り
一
年

「
成
年
後
見
制
度
」
を
ご
存
知
で
す
か
？
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元
が
何
処
な
の
か
確
認
し
、「
○
○
○
か
ら
出
火
し
ま
し
た
」

と
全
館
放
送
で
伝
え
ら
れ
る
と
、
入
居
者
を
避
難
場
所
ま
で
、

安
全
か
つ
敏
速
に
避
難
誘
導
を
行
い
ま
し
た
。

避
難
場
所
の
食
堂
に
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
消
防
署
の
ス
タ

ッ
フ
か
ら
総
評
を
頂
き
ま
し
た
。
「
誘
導
の
際
は
大
き
な
声

で
誘
導
し
て
下
さ
い
。
訓
練
で
は
声
が
出
て
も
、
火
災
時
は

緊
張
と
混
乱
の
為
、
も
っ
と
声
が
、
出
に
く
く
な
る
」
と
の

指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
玄
関
先
で
、
職
員
に
よ
る
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
、

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
中
に
、
夜
の
避
難
訓
練
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

毎
月
一
回
、
最
終
金
曜
日
の
午
後
二
時
半
～
三
時
半
、
食

生
活
部
主
催
に
よ
り
利
用
者
を
対
象
と
し
た
食
生
活
会
議

が
、
本
館
食
堂
で
定

期
的
に
開
か
れ
て

い
ま
す
。

司
会
は
、
栄
養
士

の
永
田
美
香
さ
ん
。 

 
 

参
加
は
利
用
者
で

あ
れ
ば
自
由
で
す
。

毎
回
十
人
程
の
会

議
参
加
者
が
集
ま

り
、
お
茶
や
お
茶
菓

子
を
囲
ん
で
の
話

し
合
い
で
す
。

主
な
テ
ー
マ
は
、
行
事
食
（
グ
ル
メ
の
日
・
ク
リ
ス
マ
ス

等
）
の
献
立
や
、
毎
日
の
献
立
に
対
す
る
感
想
や
意
見
な
ど
、

食
生
活
全
般
に
わ
た
り
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
す
る
た

め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
誕
生
会
、
グ
ル
メ
の
日
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
家
族

報
告
会
の
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
の
意
見
、
利
用
者
か
ら
は
温

か
い
も
の
は
温
か
く
、
冷
た
い
も
の
は
冷
た
く
食
べ
た
い
な

ど
の
意
見
が
で
て
い
ま
し
た
。

「
み
か
ん
狩
り
」

愛
隣
館
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
、
ご
紹
介

し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
愛

隣
園
の
後
方
に
そ
び

え
る
彦
岳
の
山
す
そ

に
広
が
る
「
愛
隣
農

園
」
の
み
か
ん
が
、

た
く
さ
ん
の
実
を
つ

け
ま
し
た
。

十
二
月
一
日
（
木
）
十
六
日
（
金
）
の
両
日
に
、
利
用
者

十
名
が
、「
み
か
ん
ハ
イ
ク
」（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
）
に
出
掛

け
、
オ
レ
ン
ジ
色
に
熟
し
た
み
か
ん
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
今
年
の
み
か
ん
は
、
例
年
に
比
べ
、
更
に
甘
く
て
お
い

し
い
」
と
皆
大
喜
び
で
し
た
。

十
二
月
二
十
八
日
（
水
）
愛
隣
館
に
て
大
掃
除
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

師
走
も
押
し
迫
っ
た
中
、
こ
の
日
は
、
食
堂
の
大
掃
除
で

し
た
。
窓
を
全
開
し
て
、
食
堂
に
あ
る
荷
物
を
皆
で
い
っ
き

に
外
に
運
び
出
し
て
行
き
ま
し
た
。

慣
れ
た
手
付
き
で
運
び
出
す
と
、
隅
々
ま
で
綺
麗
に
掃
除

機
を
か
け
、
専
用
洗
剤
を
使
い
、
ポ
リ
ッ
シ
ャ
ー
で
頑
固
な

汚
れ
を
洗
い
流
し
て
行
き
ま
し
た
。

次
に
、
洗
剤
と
水
を
専
用
掃
除
機
で
吸
い
取
り
、
そ
の
後

モ
ッ
プ
で
ふ
き
取
り
、
続
い
て
乾
い
た
モ
ッ
プ
で
水
気
を
完

全
に
取
り
の
ぞ
き
ま
す
。

綺
麗
に
な
っ
た
床
に
、
ワ
ッ
ク
ス
を
隙
間
な
く
丁
寧
に
行

き
渡
ら
せ
、
乾
く
の

を
待
ち
ま
す
。
そ
の

間
に
、
要
領
良
く
職

員
は
、
次
の
場
所
に

移
動
し
て
い
ま
し
た
。

無
駄
な
く
磨
き
上

げ
ら
れ
た
床
は
、
息

を
吹
き
返
し
た
よ
う

に
、
太
陽
の
光
を
浴

び
て
光
り
輝
い
て
い

ま
し
た
。

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
紹
介
①

愛
隣
館
大
掃
除

食
生
活
会
議
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初
詣

地
域
福
祉
部
合
同
忘
年
会

ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い

餅
つ
き

三
浦
貴
子
施
設
長
の
挨
拶
に
続
き
、
デ
イ
ケ

ア
利
用
者
の
前
田
稔
さ
ん
の
乾
杯
の
後
、
豪
華

な
お
弁
当
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
仲
間
同
士

の
会
話
に
花
を
咲
か
せ
、
そ
の
後
の
合
同
忘
年

会
恒
例
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、
皆
さ
ん
自
慢

の
喉
を
披
露
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
三
浦
施
設
長
を
始
め
職
員
に
よ
る

『
ユ
ー
・
レ
イ
ズ
・
ミ
ー
・
ア
ッ
プ
』
の
コ
ー

ラ
ス
に
は
、
皆
さ
ん
聴
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
、
最
後
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
で
は
、

数
人
の
方
々
に
は
深
浦
副
施
設
長
発
案
の
残
念

賞
ま
で
出
て
、
盛
り
上
が
っ
た
忘
年
会
で
し
た
。

中
村
様
、
清
水
様
は
、
来
賓
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
を
使
っ
た

パ
ン
ト
マ
イ
ム
や
、
人
が
中
に
入
れ
る
風

船
を
使
っ
た
大
道
芸
の
出
し
物
ま
で
用

意
さ
れ
て
お
り
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
た
吉
本
興
業
を
思
わ
せ
る
芸
で
観
客

皆
を
大
爆
笑
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
し
い
年
を
迎
え
、
愛
隣
館
で
は
元
日
と
二
日
の
二
日
間

で
、
参
拝
者
を
募
り
班
に
分
れ
て
年
初
め
の
行
事
で
あ
る
、
彦

岳
神
社
ま
で
初
詣
に
行
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
午
後
よ
り
入
居
者
九
名
、
職
員
九
名
で
の
初
詣

に
な
り
ま
し
た
。

神
社
に
着
く
と
、
早

速
、
お
参
り
を
し
て
、
今

年
一
年
間
の
無
病
息
災

を
祈
願
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
お
参
り
を

済
ま
せ
た
方
か
ら
、
お
み

く
じ
を
引
か
れ
た
り
、
お

守
り
を
購
入
さ
れ
た
り
、

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
の
日
の
彦
岳

神
社
は
賑
わ
い
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。

節
分

二
月
三
日
（
金
）
の
節
分
は
、
愛
隣
館
で
も
、
職
員
や
利
用
者
、
実

習
生
が
赤
鬼
、
青
鬼
に
扮
し
て
、
午
後
二
時
か
ら
食
堂
で
恒
例
の
豆
ま

き
が
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
女
性
職
員
の
方
が
マ
ス
に
見
立
て
た
容
器
に
大
豆
を
入
れ
、

会
場
に
集
ま
っ
た
方
々
に
配
ら
れ
、「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
の
掛
け
声

と
共
に
、
一
年
間
の
健
康
と
幸
福
を
祈
り
な
が
ら
、
豆
を
ま
き
、
豆

の
代
わ
り
に
殻
付
き
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

昨
年
の
十
二
月
十
五
日
（
木
）
、
愛
隣
倶
楽
部
に
て
、
地
域
福
祉
部
合
同
忘
年
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
地
域
福
祉
部
の
利
用
者
・
職
員
、
合
わ
せ
て
百
四
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
ま
ず
屋
外
で
は
、
訓
練
室
の
前

庭
に
準
備
さ
れ
た
昔
な
が
ら
の
臼
と
杵
で
、

力
に
は
自
慢
の
職
員
が
交
代
で
つ
き
、
屋
内

で
は
機
械
に
よ
る
餅
つ
き
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
つ
き
あ
が
っ
た
お
餅
は
、
厨
房
の
職
員

を
含
め
た
女
性
職
員
が
、

三
十
五
キ
ロ
の

餅
を
次
々
に
丸
め
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
日
の
昼
食
は
、
例
年
通
り

の
お
餅
ア
ラ
カ
ル
ト
。
あ
ん
こ
餅
に
き
な
こ

餅
、
お
ろ
し
だ
い
こ
ん
餅
に
納
豆
餅
ｅ
ｔ
ｃ

…
。
皆
さ
ん
、
思
い
思
い
の
食
べ
方
で
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

十
二
月
二
十
四
日
（
土
）
愛
隣
館
に
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

綺
麗
な
飾
り
付
け
を
さ
れ
た
館
内
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
一
色
に
な
り
、
デ

ィ
ナ
ー
の
時
間
に
は
、
入
居
者
を
始
め
、
利
用
者
や
家
族
の
方
々
も
お
洒

落
な
装
い
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
オ
ー
ド
ブ
ル

か
ら
刺
身
や
お
寿
司
、
シ
ャ
ン
パ
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
等
、
豪
華
メ

ニ
ュ
ー
が
並
び
、
皆
さ
ん
の
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

昨
年
末
の
十
二
月
二
十
七
日
（
火
）
、
愛
隣
館
の
年
中
行
事
の
一
つ
で
あ
る
餅
つ
き

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
年
男

年
女
の
方
に
鬼

に
な
っ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
が

今
年
は
、
利
用

者
の
吉
玉
哲
朗

さ
ん
、
西
部
吟

也
さ
ん
、
福
原

隆
博
さ
ん
、
永

田
勝
利
さ
ん
、

職
員
は
福
山
さ

ん

石

貫

さ

ん

と
、
実
習
生
に

も
お
手
伝
い
し

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

入
居
者
の
キ
ャ
ン
ド

ル
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
ク
リ

ス
マ
ス
の
集
い
が
始
ま

り
ま
し
た
。

今
年
は
、
特
別
ゲ
ス
ト

と
し
て
、
「
ゆ
う
か
り
学

園
」
理
事
長
・
日
野
博
愛

（
ひ
の
ひ
ろ
ち
か
）
様

「
全
国
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
」
と
職
員
の
中
村

正
和
様
、
清
水
大
輔
様
の

三
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
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十
二
月
十
九
日
（
月
）
山
鹿
市
立
鶴
城
中
学
校
の
皆
さ
ん

（
全
校
生
徒
百
十
一
人
・
佐
藤
智
校
長
・
教
職
員
）
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
、
今
年
も
訪
問
し
て
く
れ

ま
し
た
。
（
同
校
人
権
委
員
会
主
催
）

こ
の
う
ち
、
二
年
生
が
愛
隣
館
を
担
当
し
、
施
設
内
各
所

の
窓
ふ
き
・
大
掃
除
の
ほ
か
、
車
い
す
を
押
し
て
の
介
護
体

験
、
自
己
紹
介
な
ど
で
話
し
相
手
を
す
る
な
か
、
年
賀
状
を

出
す
約
束
を
し
て
い

た
だ
く
な
ど
、
入
居

者
と
の
交
流
を
深
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
一
年
生
は

愛
隣
荘
、
三
年
生
は

愛
隣
の
家
の
担
当
で

し
た
。
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

新
た
に
年
も
明
け
た
一
月
十
四
日
（
土
）
に
愛
隣
館
で
恒

例
の
新
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
会
で
は
、
昼
食
に
、
し
っ
か
り
食
べ
た
い
方
の
す
き

焼
き
コ
ー
ス
。
ポ
ン
酢
や
大
根
お
ろ
し
で
、
あ
っ
さ
り
と
食

べ
た
い
方
の
水
炊
き
コ
ー
ス
が
あ
り
、
各
々
好
き
な
コ
ー
ス

を
選
ん
で
、
準
備
し
て
い
る
テ
ー
ブ
ル
に
コ
ン
ロ
を
用
意
し

て
、
出
来
立
て
の
鍋
を
皆
さ
ん
で
囲
み
、
美
味
し
く
頂
き
ま

し
た
。

鍋
に
は
色
と
り
ど
り
の
食
材
が
並
び
、
年
末
に
つ
い
た
お

餅
も
用
意
さ
れ
、
テ

ー
ブ
ル
担
当
の
職

員
が
取
り
皿
に
取

り
分
け
、
各
テ
ー
ブ

ル
か
ら
は
、
入
居
者

の
方
た
ち
の
楽
し

そ
う
な
笑
い
声
が

絶
え
ず
、
新
年
を
迎

え
幸
先
の
い
い
豪

華
な
新
年
会
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
愛
隣
館
外
部
講
師
の
先
生
方
を
、

ご
紹
介
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
ご
紹
介
す
る

の
は
、
毎
週
水
曜
日
の

午
後
、
音
楽
ク
ラ
ブ
・

今
津
承
喜
（
い
ま
づ
し

ょ
う
き
）
先
生
に
お
話

を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

当
初
、
利
用
者
の

方
々
の
名
前
と
顔
が

中
々
一
致
せ
ず
、
音
楽
で
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
専
攻
し
て
い

た
せ
い
か
、
要
望
さ
れ
た
曲
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
調
に
な
り
、
利

用
者
の
方
達
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
る
事
が
難
し
か
っ
た

そ
う
で
す
。
「
今
で
は
、
希
望
の
曲
も
応
え
ら
れ
る
様
に
な

り
ま
し
た
」
と
、
当
時
の
苦
労
話
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

今
津
先
生
は
、
「
歌
っ
て
い
る
時
の
皆
さ
ん
の
楽
し
そ
う

な
笑
顔
を
見
ら
れ
る
の
が
一
番
の
楽
し
み
で
す
。
そ
の
笑
顔

で
逆
に
元
気
を
貰
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
と

家
族
の
よ
う
に
接
し
て
行
き
た
い
」
と
嬉
し
そ
う
に
お
話
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ケ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

大
丸

祐
子

一
月
十
六
日
（
月
）
ぴ
あ
ハ
ウ
ス
の
ラ
ウ
ン
ジ
に
て
新
年

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
約
半
数
の
入
居

者
が
実
家
で
お
正
月
を
迎

え
ら
れ
、
全
員
で
の
顔
合

わ
せ
は
久
々
と
い
う
事
も

あ
り
、
始
ま
る
前
は
皆
さ

ん
ソ
ワ
ソ
ワ
し
た
ご
様
子

で
し
た
。

「
乾
杯
！
」
と
自
治
会

ぴ
あ
ハ
ウ
ス
新
年
会

鶴
城
中
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

愛
隣
館
新
年
会

外
部
講
師
を
迎
え
て
①
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長
の
掛
け
声
の
後
、
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ご
家
族
一
名
が
加
わ
っ
て
、
合
計
十
七
名
で
楽
し
く
歓
談

中
に
、
ほ
ろ
酔
い
気
分
の
入
居
者
か
ら
「
カ
ラ
オ
ケ
し
よ
う

か
！
」
と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
急
遽
カ
ラ
オ

ケ
を
す
る
事
に
な
り
…
予
定
よ
り
も
一
時
間
程
会
を
延
長

し
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

ケ
ア
課

藤
井

優
子

「
成
人
式
を
迎
え
て
」

平
成
二
十
二
年
よ
り
愛
隣
館
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
藤
井
優
子
と
申
し
ま
す
。

平
成
三
年
七
月
二
十
五
日
生
ま
れ
の
平
成
育
ち
で
す
。

愛
隣
館
に
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
て
、
最
初
は
不
安
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
が
、
入
居
者
の
方
の
笑
顔
や
、
職
員
の
方
々
に

優
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
二
年
の
月
日
が
過
ぎ
、
今

年
、
無
事
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
守
り
、
沢
山

の
事
を
学
び
、
入
居
者
の
方
々
が
日
々
充
実
し
て
頂
け
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

愛
隣
倶
楽
部
利
用
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
本

や
す
代

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
お
元
気
で
す
か
。

私
は
、
愛
隣
館
に
お
世
話
に
な
っ
て
、
一
年
に
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ぴ
あ
ハ
ウ
ス
に
も
や
っ
と
慣
れ
、
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
た
自
分
を
誉
め
て
あ
げ
た
い
。

自
分
を
信
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
一
歩
ず
つ
生
き
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
人
生
だ
か
ら
、
一
日
一
日
を
大
切
に
生
き
て
、
や

さ
し
さ
と
笑
顔
と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
今
年
は
私
な

り
に
、
自
分
を
変
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
、
一
番
の
宝
物
は
「
家
族
」
で
す
。
生
き
る

力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
心
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持

ち
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。愛

隣
倶
楽
部
利
用
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菅
原

弘
志

私
は
荒
尾
養
護
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
在
宅
で
生
活
後
、

玉
名
の
施
設
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

山
鹿
に
引
っ
越
し
て
か
ら
は
、
愛
隣
倶
楽
部
に
来
て
い
ま

す
。
い
ろ
ん
な
こ
と
に
興
味
が
あ
っ
て
参
加
し
て
み
た
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

恒
例
の
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
、
愛
隣
館
や
愛
隣
倶
楽

部
の
屋
根
や
各
施
設
の
屋
内
外
に
飾
り
付
け
ら
れ
、
ク
リ
ス

マ
ス
ム
ー
ド
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

飾
り
付
け
担
当
者
の
一
人
、
愛
隣
倶
楽
部
の
隈
部
さ
ん
の

話
で
は
、
「
今
年
は
、
十
二
月
一
日
よ
り
飾
り
付
け
の
準
備

を
進
め
ま
し
た
。
屋
根
に
や
や
勾
配
が
あ
り
、
作
業
中
、
気

は
抜
け
ま
せ
ん
が
、
十
年
前
か
ら
毎
年
や
っ
て
い
る
の
で
、

今
で
は
も
う
慣
れ
ま
し
た
。

以
前
は
、
黄
色
の
電
飾
が
主
体
で
し
た
が
、
五
年
ほ
ど
前

か
ら
は
、
ブ
ル
ー
を
基
調
と
し
て
い
ま
す
。当

施
設
の
ご
利

用
者
・
関
係
者
は
も

と
よ
り
、
地
域
の

方
々
や
各
道
路
（
国

道
三
号
線
や
最
近

通
り
が
多
く
な
っ

た
、
津
留
・
平
山
線

な
ど
）
を
通
る
方
々

に
も
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

声
①

新
し
い
仲
間

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
愛
隣
館
①
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東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
経
ち
、
ま
だ
ま
だ
被

災
地
で
は
安
心
し
た
生
活
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で

す
。
私
達
、
広
報
部
の
メ
ン
バ
ー
も
「
み
ん
な
は
一

人
の
た
め
に
、
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
」
自
分
達

の
で
き
る
支
援
や
広
報
活
動
を
行
い
、
震
災
の
記
憶

を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
努
め
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
取
り
入
れ
多

く
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
「
あ
い
め
ー
る
」
作

成
を
目
指
し
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
共
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
平
成
十
一
年
よ
り
愛
隣
倶
楽
部

を
利
用
し
、
平
成
十
五
年
か
ら
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
や
訪
問
看
護

を
受
け
な
が
ら
在
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
藤
本
知
里
で
す
。

最
近
、
裏
の
駐
車
場
の
様
子
を
鏡
に
映
し
て
、
外
の
風
景

や
人
の
動
き
を
見
て
、
こ
っ
そ
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

が
結
構
面
白
い
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
楽
し
み
は
、
第
二
・
三
火
曜
日
に
自
宅
に

来
て
下
さ
る
歌
の
南
田
清
美
先
生
と
、
声
を
出
し
て
歌
う

こ
と
で
す
。

毎
回
、
先
生
と
童

謡
や
歌
謡
曲
を
十

五
曲
く
ら
い
歌
っ

て
い
ま
す
。
小
鹿
の

バ
ン
ビ
が
大
好
き

で
何
回
も
歌
う
う

ち
に
歌
詞
を
覚
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
こ
ん

ど
一
緒
に
歌
い
ま

し
ょ
う
♪

県
民
の
皆
さ
ん
に
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
く
た

め
の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
「
く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
」
の
一

環
と
し
て
、
県
内
の
障
が
い
の
あ
る
方
が
制
作
し
た
絵
画
、

手
工
芸
、
書
な
ど
を
展
示
す
る
展
覧
会
が
十
一
月
二
十
九
日

（
火
）
か
ら
十
二
月
四
日
（
日
）
ま
で
熊
本
市
の
県
立
美
術

館
分
館
に
て
開
催
さ
れ
、
愛
隣
館
か
ら
も
陶
芸
・
詩
・
写
真
・

絵
な
ど
利
用
者
の
力
作
（
二
十
三
点
）
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
中
、
芸
術
展
を
鑑
賞
に
来
ら
れ
た
方
々
が
心
打
つ
作

品
や
前
向
き
に
生
き
る
姿
が
伝
わ
る
作
品
に
一
票
を
投
じ

る
、
人
気
投
票
も
行
わ
れ
、
写
真
部
門
で
は
、
愛
隣
倶
楽
部

の
田
中
鉄
也
さ
ん
が
車
椅
子
の
目
線
で
撮
っ
た
「
ね
こ
の
し

っ
ぽ
」
が
堂
々
の
金
賞
を
受
賞
。
十
二
月
十
一
日
（
日
）
に

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
中
鉄
也
さ
ん
は
、
「
選
ば
れ
る
と
は
驚
き
で
し
た
。
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
受
賞
の
喜
び

を
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
尚
、
田
中
さ
ん
の
作
品
は
、
一

年
間
熊
本
県
庁
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

在
宅
利
用
者
の
い
ま

編
集
後
記

熊
本
県
障
が
い
者
芸
術
展

左より「松島・岩下・友枝・坂田・井上」

作
品
名

『
ね
こ
の
し
っ
ぽ
』

あ
い
め
ー
る
は
、
愛
隣
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
検
索
名
は
「
あ
い
り
ん
の
風
」
で
す
。


